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巻頭図版 1

遺跡遠景(西より)



巻頭図版 2
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志昧堂古墳群 巻頭図版 3

1 .完掘状況(北より)



巻頭図版4 志昧堂横穴群

1. B群全景(南西より)

2. C群全景(南より)



〉
覇
守
防
叶
獅
・
阿
部
湘
A

叩
]
・
岨
獅

嚇
組
図
薪
印



巻頭図版6瑞泉寺 1号墳

第 1埋葬施設出土遺物集合



瑞泉寺 1号墳

2. 第2埋葬施設銅鏡紐の痕跡
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3.第2埋葬施設竪櫛

巻頭図版 7
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5.第2埋葬施設玉類



巻頭図版8 八幡ケ谷古墳

1.完掘状況(北より)

2.埋葬施設(北より)



八幡ケ谷古墳 巻頭図版 9

1 .埋葬施設土層断面(南より)

2. 1号棺遺物出土状況(北東より) 3. 2号棺遺物出土状況(北東より)



巻頭図版10 八幡ケ谷古墳

1. 1号棺出土遺物集合



八幡ケ谷古墳 巻頭図版11

1. 1号棺 巴型銅器出土状況 2. 巴形銅器保存処理後(表) 3. 巴形銅器保存処理後(裏)
(東より)

4. 1号棺盾出土状況(北西より)

5. 1号棺盾保存処理後 6. 1号棺盾保存処理後



巻頭図版12 八幡ケ谷古墳

1. 1号棺柄頭出土状況(北より) 2. 1号棺

3. 1号棺竪櫛55-3保存処理後

5. 1号棺竪櫛55-5'""8保存処理後 6. 1号棺竪櫛55-4保存処理後



八幡ケ谷古墳 巻頭図版13

1. 2号棺竪櫛出土状況(北より) 2. 2号棺竪櫛58-1保存処理後

3. 2号棺竪櫛58-5保存処理後 4. 2号棺竪櫛58-2保存処理後

5. 2号棺竪櫛58-3保存処理後 6. 2号棺竪櫛58-2保存処理後



巻頭図版14 下平川八幡神社西遺跡・下平川八幡谷遺跡
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2. 出土磁器(裏)
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本書は、主要地方道掛J! ある。

このた

もあり、

ちに位置する菊川市は、平成17年

た下平111の地は小笠町に属していた。!日小笠町は大規J慎な開発:が少なかったため

なし考古学的には未知の部分が多い。そのため、一つ一つの調査が貴重
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i号墳、八幡ヶ 下手J!I

において

'6J 

という

さhる

八q轄ヶ
:t. ，，，. 
7d:と

{号、ることができた。

は古墳時代中期の首長墓と呼ぶにふさわしく、豊富な

っていたことも好運なことである。

内やその他の地域とも交流を持ったであろう人物が葬られていたことがわかった。

また、ぞれに後続する瑞泉寺 l号墳、志f床堂 1号墳でも、銅鏡や鉄製武器など一族の繁栄を

しており.遺跡名は異なっているが、ーっ

これら古墳以外にも、丘陵斜面に形成さ

として今後の古墳研究の組上にのるはずである。

中近世集落の調査も、さらなる研究

の対象となって貰いたい。

通してみると、縄文時代から近世にかけて、ほとんどの時代の遺物が発見されている。それは、

この下平JI!地域が住むのに適した恵まれた地であることを示していよう。今回の調査成果が、現在この

に住んでいる地域の人たちの誇りとなることを願っている。

最後に、今回の調査にあたって多大なるご協力をいただいた、静岡県袋井土木事務所、菊川市教育委

員会に感謝するとともに、作業に従事した作業員さんたちの労苦をねぎらいたい。

2009年 3月

財団法人

清
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しずおかげんさくがわししもひらかわ

L 本書は静岡県菊川市下平!fこ所在する志味堂古墳群。志味堂横穴群・瑞泉寺 l号j童@八幡ケ谷古壇。

下平川八幡神社西遺跡・下平!日八幡谷遺跡の発掘調査報告書である。
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2. 調査は主要地方道掛J1I浜岡線合併支援;重点道路整縞事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として、静岡県

袋井土木事務所の委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもと、菊川市教育委員会の協力を

、財団法人静岡県埋蔵文忠信調査研究所が実施した。

に整理作業を実施し1 調査は平成年度に確認調査を、平成18' 19年度に本調査を、

平松公夫

望月高史

佐野五十三@稲葉保幸

蔵本俊明。中谷哲久

清水哲

望月高史

事務局長

総務課主事

保存処理室長 西尾太加二

調査研究員 蔵本俊明@村松健史 (9月まで)

大場正夫

青井拓司

西尾太加二

"大森信宏

次長兼総務課長

事業係主事

保在処理室長

調査研究員

哲

稲葉保幸

!I 可

ι調査体制

平成1

所長 斎藤忠

総務部次長兼総務課長 鈴木大二郎

調査研究部長 石川素久

調査研究部次長兼調査課長及川| 司

調査課係長[西部地区] 富樫孝志

吉年度

所長 斎藤忠

事務局次長兼総務課長 大場正夫

事務局次長 佐野五十三@稲葉保幸

事務局次長兼調査課長 及 川可

西部調査係長 富樫孝志

平成四年度

所長

次長兼事業部長

次長兼調査課長

西部調査係長

調査研究部次長

調査研究員

とおりである。

ヤマに委託した。5。基準点測量。空中写真測量・空中写真撮影は株式会社ブ

7 .金属製品の保容処理は当研究所保存処理室(室長西尾太加二)が実施した。遺物写真撮影は当研究

所写真室担当職員が行った。

石材の鑑定は静岡大学名誉教授伊藤通玄先生6 

それ以外をi司蔵本俊明が行った。8.本書の執筆は第1'¥1章第 3節を調査研究員溝

9.本書の編集は財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所があたった。

発掘謂査の資料は静岡県教育委員会文化課が保管している c
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L 本書で使用した遺構の略号は次のとおりである。

S D r誇 SE 井戸 SK 土坑 SP ピット

SX 不定型遺構

SR 自然流路

つ クリーントーンでの表現は ょうである。

金属司石などの断商 コド貿断笛 漆

30遺物実測図の縮尺はスケールで示しているが、基本的には以下のとおりである。

土器類 1/3 小型土製品 1/3 埴輪 1/4 

小型鉄製品 l/2 大型刀剣類 1/4 銅鏡。玉類・銭貨 1/1 

石器 1/3， 2/3， 1/2 

4.鉄鎖の部位名称、形態分類は大谷ラ 2003aに従った。

5.j毒物の時期の決定は以下の文献を参考にした。

須恵器 鈴木敏， 2001

中世陶磁器 中野， 1994、 1993、菊J11シンポジウム実行委員会， 2005

6 ガラス製の玉の分類は、直径 5mm以上の丸い玉を 以下のものを小玉とし

7.下平J!I八幡神社西遺跡。下平J11八幡谷遺跡に関して、 「出土位置@遺構」欄に

あるものはグリッド内の位置を示している。されてi，ミる

N --北、 E 東、 VI/-

リッF'名である o

s --南である。

例えば、 A1 ]\JE~iA 1グリッド ある。

ι金属製品の観察表での重量は錆落とし後、樹脂による補填など している。
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第 I章調査の経過

第 l節調査の経過

I1市と{却前崎市をほ

途中、東名高速道路の菊JIII C、JR菊川

し交通渋滞の慢性化、周辺地域への影響、現道の老朽な

下、菊JlII Cより南で、パイパス整備が始められ、!日菊川

も平成年度より事業が行われてきた。

丘陵上には志味堂横穴群、瑞泉寺古墳、八幡ヶ

て登録されていた。また、平成16年度に静岡県教育委員会文化課による試掘調査が行われ、谷部にも

され、下平J11八幡神社西遺跡、下平]1 1八幡谷遺跡として登録さ q い ~O

以上の経過を受けて袋井土木事務所と教育委員会文化課が協議を重ねた結果、平成年度以降に、静

岡県袋井土木事務所の委託により、静岡県教育委員会文化課指導のもと、(財)静岡県埋蔵文化財調査研

究所が発掘調査を行うこととなった。

平成年度には下平J11八幡谷遺跡(l区)と下平川八幡神社西遺跡 (i区)の本調査とともに、丘陵

上および、斜癌の確認調査を行った。その結果、八幡ケ谷横穴群では横穴は確認されなかったが、丘陵頂

部に古墳 1基を、志味堂横穴群の丘陵上からは古墳時代の遺物が出土し、古墳が存在すると推測された。

平成19年度には志味堂横穴群と丘陵上の古墳、そして、下平JII八幡谷遺跡2区を調査した。調査期間

中に下平日i八幡神社酉遺跡(l区)の北側谷部を教育委員会文化課が調査を行い、遺跡が広がっている

事が確認されたため、 2区として追加で調査を行うこととなった。

資料整理を行い、報告書を刊行した。

ある。静岡県を東西に走る国道 1号糠と

くを通過する幹線道路である。し

問題が生じてきていた。そのよう

している。 旧小笠町

ーし」

2節発掘作業

平成18. 表 lに示す。
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第1I章 位置と環境

第 l 地理的環境

静同県菊J11市は静岡県西部、!日 りに位置する。

ある、菊川市下平JI!は平成の大合併以前は小笠岡Iに属し、旧小笠町は遠州灘に注

川中流域を占めていた。下平J11地区は!日小笠町‘の北部にあたり、菊川、牛諒 Iが形成する

である。調査遺跡周辺は、牧之原台地より派生する丘陵が北東から南西方向に延び、それらは浸食によ

り細かな校状に分i岐している。

調査区周辺の地形を示したのが第 2闘である。志味堂古墳群、瑞泉寺 l号墳、八幡ケ谷古境はそ

れ別の小丘陵の頂部に害在し、標高は40''-50mで、ある。志味堂古墳群は今回の調査地点の中で最も北に

位置し、東から西ヘ延びる丘陵上にあり、南斜面には志味堂横穴群が容在する。瑞泉寺 l号墳はそ

東から西へ延びる丘陵の頂部に、八幡ケ谷古墳はやや弧を描きながら南北に延びる丘陵上に在在する。

、下平III八幡神社西遺跡と下平日!八幡谷遺跡は低地に立地している。八i賠ヶ谷古墳のある

東、黒沢J11の支流によって浸食された谷部にあたる。北側の谷奥が下平JII八rij昏神社西遺跡、南側の谷中

央部付近が下平JII八幡谷遺跡である。調査前の標高は 8".，_， 11mであった。

地質的には丘陵部は掛JiI層群の砂岩と泥岩の互層からなる。基盤となるこの層は軟質であり、谷の開

析が進み、細かく複雑な谷を形成し、また尾根はやせ尾根となっている。丘陵上、丘陵斜面は杉が植林

され山林となっている所が多いが、一部は茶畑として利用されている。解析された谷には、黒色@灰色

の粘土!曹が厚く堆積し、近年まで水田として利用されていた。

第 2節歴史的環境

下平川近辺を中心に、周辺の主な遺跡を示したのが第 3図@表 2である。遺跡は図に示した以外にも

く存在するが、!日小笠町内で、は詳細が判明している遺跡は少ない。よって、発掘調査などにより詳細

している遺跡を中心に時代ごとに分けてみてみる。

)
 

-(
 

かっていないが、三沢西原遺跡 によってわずかに

うかがい知ることができる。発掘調査によって、 i日石器時代の石器群がブロックとして検出されている。

また、縄文時代早期~中耳目、そして弥生時代後期から古墳前期の住居跡などが発見され、

野JIIと

一方、

して生活していたことが判明した。

では縄文時代の石器、弥生土器が表採されている。

として嶺田遺跡が特筆される。弥生時代中期の「嶺回式」の標式遺跡として知

過去の調査において遺物は出土するものの、住居などの集落域が確認されていない。 1957

されたという記述がある(栗田が詳細は不明でaある。丹

した、中心的な集落であろうと思われる。

げられる。最盛期は部生時代後期であるが、

ら

年ごろ岳洋

中期から古墳時代初頭にかけて自然堤防上に立地した集落選跡である。

中期には稲作の導入とともに平野部の自然堤防上への進出が見られる なると、

三沢西原遺跡のような丘陵上に戻る遺跡と、東原田遺跡のように継続する遺跡の 2つのパターンが存在

4 
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と
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では、
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らであること

され、当時の菊J!

~~ 

築造時期は 4世紀後半と

ておら

ト丘陵上に位置
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ら

る首長墓として

J互い Mア灯、 h
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とさしてし亙る。

ら5
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日神社古墳1 0 2 4 るの
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( 5 

I=iがある。知られることなく消滅した

はないのだが、東南の丘陵に杏在する

、ブ恵寺古墳(5 

の間に

るよう

ったことを示していると考えられる。

ら出現し

h
口

は66 古墳から横穴墓に変化し、

には衰退する。
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11 y 
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しミる

され、 5 

にも関口し

)が調査さ

三与、

旧菊川町域で

て古墳から横穴へと移行Lた様子が明らかになっている。

旧小笠町域では大鹿横穴群、釜太夫横穴群

になってきている。

し

いる。後期では宮/西遺跡(11)、

、嶺田遺跡からは遺物が出

としては、前期の集落が三沢西原遺跡など丘陵上で知ら

土橋遺跡で集落が展開するほか、八丁遺跡、

したことを示していよう。

下平とともに11誌稿にに編まに属し、

(仁|二l干す。

カ追っている
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いるl
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ししなども
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り注目されている。
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また、
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し、

(菊JII市。そ
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なったようである。
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になる。

その後、元亀2 (1571)年から天正9 (1581)年にかけての徳川氏と武田氏による高天神城の攻防ま
で約100年間に、東遠江の支配体制はめまぐるしく変化しており、下平川周辺においても影響は免れな
かったであろう。

発掘調査の成果としては、川田・東原田遺跡 (29)では12'"'-'13世紀の生活の痕跡が見つかっている。
他に赤土地区に釜太夫遺跡、赤土上ノ段遺跡 (32)、赤土政所遺跡などが存在する。
周辺の歴史をしるすものとして、八幡ケ谷の出口近くに好運寺がある。天正年間に焼失し、天正13
(1585)年に黒田正次により再興されたと伝えられる(寺伝)。
また、江戸時代に旗本本多家の代官として下平川周辺を支配した家は黒田家 (38)である。越前黒田

荘より出て永禄年間(1558'"'-'70)に下平川の地に住むようになったと伝えられる。平野部中央に屋敷跡
が現在でも残されていて、自然堤防上に立地し、堀、水路を利用して物資の運搬を行ったことが記録さ
れている。

正確な記録はないが、黒田正次はこの黒田家と同族であると推測しでもよいであろう。

(5) その他

遺跡ではないが、この地域を語る重要なものとして「塩の道」がある。この道は牧之原市(旧相良町)
から長野県塩尻市まで、さらに新潟県糸魚川市へと本州を南北に貫く道である。時代によってルートが
変わっていることは考えられるが、現在認められているルートは下平川を通っており、下平川八幡谷遺
跡の南、丘陵部の西側と調査遺跡のすぐ近くである。また、遺跡周辺の丘陵には現在切り通しとなって
いる所がいくつかあり、丘陵を越える道がいくつも存在していたことが知られる。その中のいくつかは
公道となっていたことから、多くの利用があったはずでドある。

また、志味堂の北には大鹿池が存在する。古くは笛吹池とも呼ばれ、濯i既用に近世に整備された菊川
流域でも有数の貯水量を有する池である(菊川市2007)。そのような池がこの地に作られたことは、下平
川周辺が地形的に水利上、要となる地点、であることを示しているのではないだろうか。近世以降におい
ては交通、水利において重要な地であることは明らかである。それをどこまで遡って認めることができ
るかは簡単には結論付けにくいが、三角縁神獣鏡を持っていた上平川大塚 l号墳の春在は、古墳時代に
おいても要地であったことを想像させる。
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第四章調査の方法と成果

第 l節調査

(1) 

と に分けられる。 として

も反映しているた した c

した。

行った。

めを設置するなど

宅ご

、L
/(_。

による遺構掘削時においても検出されてはい

￥ことは明らかであった。よって、

い遺構(八幡ヶ

は

では遺物の出土が見込まれる

ら1阻まで、のふるいを適宜龍用し

くの遺物を検出することができ ι 。

。平士官の遺跡(下平J11八幡神社西遺跡 u

用いて古表土除去を行った。使用 は一部

して、 0，と0.，

L 

リッド設定は世界測地系

下平!日八幡神社

し、
“一司、 l!八幡神社西遺跡と

l'旬。

九:i三
l' ，~，. 0 .._ 

あったためと

定した。

=-143， とし、 lこl''l.^ )3・C…、

A 1 (X 

に 1・2⑤

3…と とアルファベットを 1)ッド名とした。

卜 2 と設定し~O

ともに さ、言， r 、、

は 1/10 0 土層図は 1 とし、

て Lナ，'-ヂ0 

ついては、 11x 5判(白 -カラ」 1)パー

パーサ、 35mill判(カラー 1)パーサル@カラ」午、ガ)を使用し、

用いて撮影した。空中写真を 6:;く 6~問(白黒 ω カラーリ

-

ょう こ，。

など

ノレ)、 6 )( '7判(白黒@カラーリ

いラジコンヘリコプターに



影した。

基準点測量 ・空中写真測量 ・空中写真撮影は委託で、行った。

(2) 資料整理 ・報告書作成

資料整理は遺構図面の整理・修正を行った後、開始した。遺物の土器・石器などは現地で洗浄 ・注記・

台帳作成を済ませた。

金属製品、漆製品は当研究所保存処理室において、 X線写真などの記録をとりながら錆の除去、接合、

強化処理などを施した。

出土遺構ごとの分類を行った後、土器の接合を行った。遺物を選別し、実測・拓本採取 ・ト レースし

た。復原 ・観察表の作成を行いながら、遺物図版版下を作成した。遺物写真を撮影した後、遺構写真を

含め写真図版版組を行った。

遺構は図面を整理、修正を行ったのち、版組をし、 トレース作業を行った。

トレース作業は、製図用のペンを使って行ったものと、パソコン上で描画ソフトを使って作成したも

のがある。ペンで トレースしたものをスキャナで読み込みデジタル化する作業を委託で行町、文字の入

力などの編集はパソコン上で市販の編集ソフトを用いて行った。

以上の作業と並行し、原稿執筆、編集作業を行い、入稿、刊行した。

最後に遺物 ・図面 ・写真等を収納し静岡県教育委員会文化課へ引き渡した。

写真 1 志昧堂横穴群発掘作業状況 写真2 八幡ケ谷古墳発掘作業状況

写真3 下平川八幡神社西遺跡発掘作業状況 写真4 志昧堂横穴群実測作業状況
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第 2節 志味堂古墳群の遺構と遺物

志味堂古墳群・横穴群の調査区は東区と西区に分かれており、東区で古墳 l基と横穴墓7基、西区で

古墳 l基と不明土坑 l墓、横穴墓3基を検出した。(第4"'6図)

横穴墓は志味堂横穴群として次節に訴すが東区がB群、西区がC群である。

東南東から西北西に向かつて延びるやせた丘陵上、東区の古墳が志味堂 1号墳、西区の古墳が志味堂

2号 墳である。¥

東区と西区の中間地点及び西区西側の丘陵頂部は確認調査時にトレンチを設定して調査を行ったが、

遺構・遺物ともに検出されなかった。中間地点の南斜面、第4図で崖の表現がなされている部分でも横

穴墓は検出されなかった。東区は工事の用地境に位置し、東側は用地外である。

西区では 2号墳の北西部分も整った形に見えるが、遺構・遺物ともに検出されず古墳とは認定できな

かった。

(1) 志味堂 l号墳(第 7図巻頭図版3 図版 2)

東区丘陵上、頂部に位置する。頂部の標高は約47m、谷部との比高差は約29mで、ある。

基盤は掛川層群である砂岩と泥岩からなり、約10cmの表土層、基盤の礁を含む明褐色土層が1O"'20cm

存在する。これらの層を除去し、基盤層上面において遺構検出を行った。

頂部中心からわずかに南よりに、第 1埋葬施設、そのさらに南に第2埋葬施設を検出した。

頂部から北西側に SDOlとした溝状の落ち込みを検出した。幅50cm、長さ 2mほどで、周溝であると

考えられるが、撹乱である可能性も否定できない。南東側では、頂部から 1m以上下がった地点で、削

りだしたような痕跡を検出した。ただし、方向が尾根筋に近いことから墳形を整える為とは考えにくい。

時期は不明であるが、道を整備するための加工、ただの撹乱などが考えられよう。

以上のことから、 I号墳は丘陵頂部を削りだして整形した寵径9mほどの円墳と推定できる。

-第 l埋葬施設(第8図図版3) 

尾根のほぼ中心線上に位置することから、この古墳の主たる被葬者であると考えられる。

検出できた深さは数cmで、ある。幅は40cm、検出された長さは140cmで、東側端部は不明である。方位は

尾根筋に沿う方向で、北から約240 西に傾いている。

土層の観察から割竹形木棺と考えられる。

副葬品は万子 1本、鉄鍛13本、刀 l振である。

まず、万が切先を北に向け棺中央よりやや東に置かれ、刀の切先付近の上に先端を岡じ方向に向けて、

刀子、その上に鉄鍛13本が重なって置かれていた。

副葬品の状況から、頭位は南であると思われる。

第 l埋葬施設出土遺物(第9図 図版6"'8)

第 1埋葬施設からは、万子 l本、鉄鍛13本、万 l振が出土している。

万子9-1は茎部に木質を残している。

鉄鍛9/-2 "'14はすべて長頚鍛で、平根式が4本、尖根式が9本である。

平根式の錬身形態は腸扶柳葉式で、 2と3の2本は独立の片逆剥があり、 4と5にはなく、錬身がや

やくびれている。 4本とも逆刺は重挟である。独立片逆刺錬の類例には、長野県上池ノ平5号墳、愛知

県船山古墳があげられる。
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第18図志味堂横穴群 83号横穴出土遺物実測図(土器)

.B4号横穴(第19図図版19・20)

B3号横穴の西、約 2m離れ、ほぼ同じ高さに位置する。

玄室と羨道の境はなく、平面形は台形である。天井は少し崩落しているが、断面はドーム形とみなせ

る。

閉塞石は 1段目が残っていた。一部を除いて原位置を保っていると思われる。

工具痕は右上から左下に向かい、1O"-'20cm間隔である。床面にも工具跡が残る。

B 5"-'7号横穴ほどではないが、玄室が小さいことから改葬墓である可能性が考えられる。埋葬形態

の違いは、調査以前にすでに閉口していたとはいえ、覆土をふるいがけした結果土器類は検出されず、

下に示す万のみが出土したことにも現れているかもしれない。

B4号横穴出土遺物(第16閣 図版24)

出土したのは、金属製品で刀の破片が3点のみである。

16-11が切先、 16-12は刃部、 16-13は茎部である。同一個体である可能性が考えられるが、全体像は不

明である。 16-13には目釘が残る。

• B 5号横穴(第20図図版21)

B4号横穴の西、約 2m離れ、 l段下がって、 1mほど下に位置する。いわゆるミニ横穴墓である。

調査以前には完全に埋没していた。閉塞石はみられなかった。

玄室と羨道の境はなく、平面形はわずかに台形状である。断面はドーム形である。

玄室内に棺台の石が4枚検出された。丘陵を形成している泥岩である。厚さは約 5cm、20"-'40センチ

の板状の四角い眉を 4枚組み合わせて、約40x60cmの台を作っている。石には加工痕はみられなかった。

壁の加工痕は観察できなかった。全体を通じてでもあるが、埋没していた部分の方が加工痕の残りは

悪い場合が多かった。

- 29-
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第20図志昧堂横穴群 85号横穴実測図

墓前域が2x 1 mほど検出されたが、崩落があったことを考慮すれば本来はもう少し広かったであろ

つ。

羨門両側の岩壁を削り、四角い空間を作ろうと意識したと思われる。

遺物は全く検出されなかった。棺台の石が乱れていないことから盗掘はあったとしても緩いもので

あったと考えられる。また、前庭部がほぼ水平に作られていることから、閉塞石、副葬品の土器類があ

れば多少は出土したと考えられる。埋葬時から閉塞石は無く、棺・副葬品は有機質のものだけであった

と思われる。

.B6号横穴(第21図図版22)

B 1号横穴の西、約1.5m離れ、 l段下がって、 1mほど下に位置する。山道のすぐ脇にあたるが、調

査以前には完全に埋没していた。

羨円から奥壁中央までが約 2mと小さく、ミニ横穴墓としてよいであろう。平面形態は東奥に広がっ

ていて、いびつな台形をしている。

閉塞石は l段、 30cm前後の石4個と 15cmほどの小さな石 l個が残っていた。

土師器の高坪と高盤が各 l点、ほぽ完形で出土している。玄室東側の羨門寄りでほぼ原位置をとどめ

- 31-
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第23図志昧堂横穴群 87号横穴実測図

ていると考えられる。

LH=41，3m 

1 :40 1.5m 

工具痕は約20cm間隔で、右上から左下が主体であるが、奥壁では様々な方向がみられる。発掘時もそう

であったが、寝そべるような体勢でなければ掘削できなかったであろう。また、長い柄の工具で外側か

ら掘削した可能性も考えられよう。

土師器がほぼ完形で残されたことから盗掘を受けたとは考えにくい。現代の山道に面していたことか

ら露出していた閉塞石だけが抜き取られたと考えたい。

B6号横穴出土遺物(第22図 図版25)

土師器で lは高杯、 2は高盤である。分類上器種名は異なるが、脚部に大きな違いはみられない。

lは杯部が盤状で内外面ともにハケ調整である。 2は杯部が直線的に広がり、内面は横方向のミガキ

が施されている。ともに 8世紀後半に位置づけられる。

.B7号横穴(第23図図版22)

B5号横穴の西、約2.5m離れ、 1段上がって、 1mほど上に位置する。ミニ横穴墓である。調査以前

には完全に埋没していた。閉塞石はみられなかった。

木の根などにより、だいぶ崩れている。玄室内の東壁はほとんど崩落し、奥壁・西壁の奥側がかろう

じて残っている状態であった。よって平面形は不明確ではあるが、台形もしくはほぼ正方形であったの

ではないだろうか。断面もドームというよりはほぼ正方形に近いと推定される。

明確な墓前域は検出されなかった。幅l.5mほどの空間を作ったような形跡がわずかに認められたが、

横穴は中心ではなく、その商端にあたってしまう。崩落による可能性が考えられる。

遺物は何も検出されなかった。
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B群では 7基、西区のC群では 3基の横穴が存在した。

全体的には出土遺物から、 7世紀前半が開始時期、 7世紀中頃"."8 8 

退という流れがみえてこよう。

横穴内はほとんどが関口しており、遺物も小破片が散乱している状況であった。各横穴の掘削I1盟、追
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B 1号横穴の羨道部の段差が特筆される。関東の影響を受けているのであろう。

'C群 墓前域の空間を共有する C1 . 2号横穴と C3号横穴の 2つのグループに分けられよう。 C
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2号は 7I世紀中頃，，-，...../.8世紀にかけてであろう c

C3 
q 
a 

可

屯コ

てしユる 0

25な

ハν
道、υ

また、 C2 々
C と考えられる。

も事在している。

ある。小さいものは直控

横穴の掘削 いる る。 c
はそのよ

じである。

ってし hる。

かる。

あることから、同じ つある

た、近い集団であろう。
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4節瑞泉寺 l号墳の遺構と

瑞泉寺 1' 2号、墳および八幡ヶ

瑞泉寺 1

を示したの 〈び心。

ある。

に位置する。 との比

に瑞泉寺 2

と泥岩からなり、表土層

可

。。

叩

ζ i;t， {)。

7こ。

あろう。

はある治宝、 i東出してしまったので

ともに明糖、ではなく、 ある可能性は否定でき

。
、」

、1v

円1昔とみなすこと

南北に並んで 2基検出さ

きょう。

を第 l を第 2

葬施設とした。

(1) 埋葬施設 。諸国 5 図版

し、長さ3.7m、幅O，9m、検出した深さは最大で約である。基盤層である

さらに内側中央部は l段下がり、全体として 2段になっている。土層の観察結果と合

わせ、割ノ:寸形木棺を納めたものと考えられる。アド棺は長さ2.9m、直径はと推定される。

副葬品には鉄製の農工具と武器、玉類がある。玉類はすべて覆土をふるいにかけて検出した。

は切先を南西方向に向け、中央からは北寄りに置かれていた。刃部は水平で底に近い位置である

いた状態であった。棺内に副葬され、ていたのが、根により茎部、だけが上

してしまった可能性が高い。

に位置し、

。キサ

えられる。ふるい掛けにより

あろう。

I~，t: 

も

してしユる。

はある と同様、 2 め、し。、戸、。

、cユ~ さ2. 5rnと ざい。 ~) 

収キ).ツゾ よ/。

ある。 と刀子~~;H宮内に ごc町♂議 乙~ノ勺F壬;;三2 

られる。 るいによる ある。

るものはほと p、)，ー句 ぞら

ると る。

(2) (第37図 6 . 7 ⑥ 
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第図 ①八幡ヶ
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K42h¥ト

)(，之と、'4?O_ 

「マ 7ι
、'31.590 

調査前

調査後

810 

Yミオと142

A' 

A 1 A' 

d-='ξ士二ニコ=ーー___-一一一向エニy戸町、ーー』一二三-ーーー

ぷ戸-= 2==========~ ミZヱミ::--------r

1 表土 2 基盤

第34図瑞泉若手 1号墳実測図

- 47-
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o 1 :200 10m 
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争:

第 2埋葬施設

」
L 

第 1埋葬施設

A 手〈

三主主主?っ主三
1 糞褐色砂実土 礁を中丞台む 9 鳴子署色土 僚を少量含む

2 明褐色土 機を甲蚤含む 10明褐色土 燥を少量含む

3 明*~色土 E設を少量;合む 11 q月褐色土 際を多量に含む

A 明褐色エ 織を中量含む 12明褐住土 礁を多量に含む

5 暁褐色ゴこ 磁を中最含む 13旬月褐号，土 礁を少量に宮北;

日明褐色土 燥を少量含む 14明褐色土 際を少量Iこ台む

1 明褐色土 磁を乙b量含む 15 1基盤
LH=43. 5m 

B 褐色土 際を:t量さむ 。 1:30 

L斗i

埋葬描設実5~ij図

48 
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第36国瑞泉寺 1号:噴
(平菌圏中



鎌 (37-1 ) 

一号@-

日
3 

6 

4 

a-C7 一一一一ー 、て寸ー『司

、も」ー レノコ/

。 1:2 5cm 

第37図瑞泉寺 I号墳出土遺物実測図 1(第 l埋葬施設・農工具)

2 

5 

先端が棺の隅に近くに、他の工具類とはやや離れて副葬されていた。背側はほぼ直線的で、刃側は全

体的には湾曲しているが、中心付近は直線的で、ある。柄の部分に木質等は観察できない。

袋状鉄斧 (37-2 ) 

他の工具類、鉄鍛とほぼ重なるように出土した。袋部の合わせ目はほぼ密着している。刃部は接形に

聞き、弧状を呈している。

錨・撃・キサゲ状工具 (37-3・4・5) 

3点が交差するようにして出土した。

- 50-



37-3は錨で刃部は大きく外反し、幅が広くなる。先端が欠損している。鏡は不明瞭で、裏透きの跡は

みられない。軸部には木質が残る。

37-4は撃で刃部に向かつてわずかに薄くなっている。茎部は先端が尖る。基部の軸側に1.2cmほどの

幅で木質が残る。

37-5はキサゲ状工具である。寸法、形状は撃に近いが茎部付近は幅が広くなっている。柄の木質が少

し残る。

万子 (37-6 ) 

鉄鉱の上にのせられていた。切先、茎部の両端をわずかに欠く。茎部には木質を残す。刃部に付着し

た木質は他の遺物のものと思われる。

鉄鍛 (38-1 "-'25) 

関の部分で数えると21本分出土した。埋葬施設西端付近、先を西に向けでほぼひとかたまりに、鑑、

鉄斧などの工具類と接して棺内に置かれていた。

21点中 l点 (38-14)は鍛身部を失っている。すべて尖根式と考えられ、 l点 (38-1 )が柳葉式であ

る以外、 19点は片刃箭式である。

柳葉式が鍛身1.6cmと小さいのに対し、片刃箭式は2.5cm前後とやや長い。全長は17cm前後とそろって

いる。

矢柄の木質部を残している個体が多く、特に38-22は茎部の破片ではあるがよく残存している。両端

部には樹皮状のもので巻いてある痕跡が残る。矢柄の直径は10凹ほどである。 38-10では茎にきわめて

細い糸状の痕跡が残る。矢柄に装着する前に茎に糸を巻いていたと考えられる。

形態から 5世紀後葉に位置づけられよう。

剣 (38-26)

先端部を欠損し、残存長は62.4cmである。完形で65cmほどと推定できる。鏑はない。

関部分に 7"-'10皿幅で3段の痕跡があり、鞘口・把縁の装具の痕跡と考えられる。

茎側面片側には糸巻きの痕跡が残る。茎には目釘孔が2つ寄在する。

全体的に木質が残っている。鞘に入れた状態で棺内に納められていたと推定される。

玉類(第39図巻頭図版 7)

第 l埋葬施設より出土したのが 1"-' 18で、すべてふるい掛けによって検出した。

39-1は勾玉である。やや肩平で特に頭の部分は非常に薄くなっている。仕上げは雑で全体的に研磨

痕が残り、特に背・腹側は顕著である。材質は質の悪い藷翠か滑石の可能性が考えられる。

39-2 "-' 12は臼玉である。短い円筒形でわずかに中央がふくれているが、稜線は明瞭ではない。直径4

皿、厚さ 2"-'3mmほどである。石材は不明である。

39-13"-'18がガラス製の小玉である。青色でやや扇平である。直径2"-'4mm、厚さ 2mmほどである。

-第 2埋葬施設

刀子 (40-2 ) 

刃部は幅 5mmで内湾している。茎よりも刃部の幅の方が狭くなっている。使用、研ぎを繰り返すこと

によって、著しく刃部が摩滅していったのであろう。

51 
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- 2 

。
品3

1:2 5/}m 

v 
獣

一 一
瑞泉寺 1 出土摺物51部員日間4

134. 72 gである。

ある。

。 5GITI 

民子雲詞 一戸

。 1.3 iOcm 

~~官一一斗官官4組閣よ山口町市町~叫皿山戸

2埋葬1描罷め

を呈してしミる。

われていて、背面にひも そのために、ひも 1:. 

していない。

ある。 内

るのであろう。 は同じ方向を向き、

なっている。 上方になっている l体は Z

(j4 

え

、レ.~

介、 m

<."_ .. ' C>>' U 

1- されてしヨる。

ご

してい

ど同じである

し 1



ヨ立つ{t主にもいくつかの突起がある。

ら外に向かつて11慣に、無文、指i歯文、厚〈なる 波文となる。

どは全体的に光沢があり、いわゆる「手ずれJ ある。一番外側の渡文

vご なくなっている

背面

玉類

もある。

らは、
寸札

、}ず
に2 めて細し も し斗たこと かる。

管玉は 2点出土している。 l点 被葬者の足元付近から出土している。 している

もある

丸玉 2点、

のよう

腰飾りとも

ラス

えられよ今

ら出土しており、

といわざるを

りと きる

ふるい掛けによる検出を含めた総数では、管玉 2点、丸玉 4長、臼玉 l点、

管玉は長さの違いはあるが、ともに直径 5J1lm、丁寧に研磨され、片側穿子しである。

丸玉は置径、厚さとも 8millほどで、両端はわずかに平坦面になっている。

小玉は第 l埋葬施設出土のもととほぼ同じである。

しく、
L、、

一、h 日

ペCめ令。

ある。

ガラス製である。

埋葬施設はともに深さ約し均百残っていない、さらに第 2埋葬施設は撹乱が激しい。第 l埋葬施設

の臼玉が第 2に、第 2の小玉が第 1に混ざってしまった可能性も否定できない。

漆製品

堅櫛 (40-3 ) 

l点出土している。櫛歯は残存していなし U字型に曲 くが残害していた。

鏡の東側からの出土で、被葬者の頭に装着した状態で埋葬さ と推定できる。

全体像を推定すると幅は2.5cm程度と る。

埋葬施設外出土遺物

確認調査時に噴頭部より須恵器片40…4が している。壷または

なしミ と

5 6 

されている。

~.ヌl
~ J'~ 

その場合、埋葬後の祭斑に館用さ

えられ、鉄鱗の年代とも

可能性が想定できょう。

(4) 

しない しいとも

あろう。

サ
/~\.，.~ 

えられる。

瑞泉寺 l号墳は埋葬施設を 2基もった円墳である。ともに

きさ、墳丘に対する位置から第 1.埋葬施設が主たる あると考えら ..." 
"'，:;:) 埋葬の順序は不

明である。

築造時期は鉄鉱の形態などから古墳時代中期後葉と考えられる。

この古墳の特徴としては 2つの埋葬施設問で副葬品の差が大きいこと げられる。

と農工具であり、第 2埋葬施設では鏡と刀子である c

ると、ガラス小玉、戸!玉はともに出土しているが、第 1.埋葬施設で、は勾玉と

は管玉と丸玉と主となる玉に遣いがある。

ワ
L; 

このような副葬品の差が被葬者の性格の差を

素である可能性は高いと思われる。

していることは明ら あ 1).，性別の差も一つの要



がう

基壇を入れると

(1) 

5. >< 3~ 

は4.2nl L -(3'いる。

た とし、 3.9m><O.

は真北から420 西に振れている。

土層の観察からは 2

1、2 には 3

あること

m、幅ほど、 2号棺で長さ2.
二h

iっ 。副葬品の状況から

(2) 出土遺物(第49~v60図巻頭図版

L 
しー られる。

副葬品など出土遺物を整理すると以下のようである。

1号棺

2 

刀、

キ

青鋼製品、漆製品がある。

(49-1① 2) 

2点出土している。ともに直刃嫌であるが、実用品と

49-1の折り返し部は 3Illmほどが曲げられている。

に向けて組くなっている。折り返しの裏側に幅 2

挟み込んで、装着したと考えられる。

49~ 2の折り返し部は刃部と直行し、背側、刃ともに

56 

るため を2基掘り

.2mと大きし主たる

検出国からの深さはO.

と認められる

ある。

には粘土が認められ、

ら植の内寸は l号棺で長さ3.2

しる。

可

C 。

ある。基部の両国に幅 2

と考えられる

、
f 

tヲ





1 表土

2 明褐色土 礁を多量含む

3 明褐色土 礁なし

/ 
4 褐色土 磯を中盤含む

5 褐色土 炭化粒を少量含む

6 陪褐色エ 炭化粒を少量含む 離を少量含む

立 三二二ーベト。 1 :200 -H
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H
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B 

B s' 

B音褐色土 ~10c岡田礁を中量吉む

褐色土 へ 10棚田様をl'量吉む

暗賛褐色土 -5酬の慌を少量古む

褐色土 へ 5Gm即時を金量含む

茶褐色砂E之 .......5claの隙を合昆古む

賞t~ 邑土 .....10C!l1の諜を中盤貴む

日高褐色土 ~-5cmの棋を1>誼吉む

資褐色土 .....，50岡田礁をd;.量吉む

明褐色土 ......5cmの磁を中量官む 28 掲色土 ... ~5cmの磁粧を1>量営む 47 明賞褐色土 ""'5c!.1の弾粒を中豊宮む

10 明褐色土 -5聞の曜を中畳古む 29 褐色土 . ...，5cmの陳粒を吾輩富む 48 H~h割高也土 ~5cmの磁粧を金量古む

11 明言者褐色ェ -20聞の除を多量吉む 30 賞褐色土 ~20c 白書草粒を多量古む 49 褐色砂壁土 -2叩のi嘩粒を』、量古む

12 明褐色士 ----20c町田磁を多量古む 31 淡Ji'負褐色土 ---10cmの際粒幸喜量宮む 50 褐色土 .-.2cmCi)fj警粒を主量古む

13 調色エ -5田 10)際を1-~量古む 32 涜蔀WJj貴徳色土 '-'20cm田孜誼を多量常む 51 活褐佐ヱ -'2C!Tの磯粒を:t量台む

1'1 筒褐色土 ~"'5cmO)礁を少量古む 33 主主辞書在褐色士 ~~2crrの磁粒を中盤歯む 52 明被褐色土 .....zcrr，O)tl1粒在中量古む

1， 明設;音色土 ....， 20cll1(ÍJ~詰粒を中11:吉む 34 暁掲色砂賀土 ....，2omの機粒を多量古む 53 者千百色土 -2帥の磁粗を1-'孟古む

16 黄褐色土 '"-'10cmCf)!;1控粒を中量古む 35 褐色エ -2αnの際粒を中量富む 54 "曜掲色土 ，"~2cm(iコ陳牧を少量古む

ー7 明策褐色土 "'"'10cmO)桜粒を多量古む 36 明褐色砂~{土 "...，2c.1目的楳粒在中盤古む 55 黄褐色土 .....，5cmO)様車立を多量宮む

18 動干高色ヱ ~5c の獄粒を少量吉む 37 褐色土 -2叩Gヲ襟粒を"，'畳古わ 同 褐色土 ~lOcm由礁粒を多量古む

19 褐色ニ1:. -10聞の機粒をj;-型台む 38 明褐1!¥砂質土 -2制白磁桂三E中盤古む 57 出赤褐色匹、Y'4土 ，2叩i])磁粒キ少量富む

2リ 明言竜描色土 "-"2uom由傑粒をき多量古む 39 陪賞褐色砂$'{エ ~5c~ グ，~決粒を1;-量吉む 53 褐色砂賀土 '̂"'2Gmの機1立を丹十量省む

21 明設褐色ヨ ，，5制的磁粒を中量13'む 40 淡赤褐色土 .-..20グJ礁粒を中畳古む 50 班赤貧褐色土 -2α目的破粒在中Jll吉U

22 資褐色土 -2白川町磁粒を中量古む 41 {目色土 -2cmO)税粒苦1>量含む 60 賢岳色粘土

23 褐色土 -200の桜粒を事量古む 42 明j琵褐色土 ~5c の脱粒在中盤包む 61 淡吹田1色砂i吾

24 淡E示誌褐色土 ~Scmの除i~立を中量吉正、 43 別掲色士 -10師の様粒を中主主吉む 62 肯白色粕土
LH=43，Om 

25 時質問色士 --:U羽田際粒を幸畳古む 44 褐色ヱ '~2cmグi)~盟粒を少量古む

26 i虫蒜賞椙色ヰ '~20cm白磁粒を中畳古む 45 陪褐色土 ~5c簡の傑3止を中畳吉む
む 1 :40 2m 

27 明褐色工 -5聞の磁粒を中量吉む 46 賞褐色士 .......5cmO)醗粒を少量含む

第国 @土層断面圏
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1 褐色土 3 貴褐色土 "̂ I GmO)粘土粒を中塗含む

2 青白色粘土 4 明褐色土 ""'10仰の粘土粒安中量合む

2巳青白色粕土 明褐色土の混在多い 5 現褐色土 --20Cil10)磁を多量含む

主主:古墳 1号檎 i新聞閤

61 -

LHニ42，Om

1m 

1 :20 

l
 

nu 



A' 

~ 

B' 

-= '¥ 

~一一/

品

F

包

寸

九

船

内

dr
a
l
k唱

i

h
百
官
々
4
-
A
1
8

品
判

i
叶

内
，

ι内。
倒

h
J
U

A 

「

/ 

先

陣

あ

」

A' 

B 

C 

L 

B' 

C 

、、、ー
-.....__ '¥ 

¥、

----、、

LH=42.0m 
o 1:8 20cm 

し

dw執
し

第46図八幡ケ谷古墳 1号棺盾出土状況実測図

- 62 

155-6 55-7 

し
」

っ
易
制
!
」

55-8 

o 1 :4 10cm 
ト，-rナナγ 一一一一一斗

12F 
494494勺49-5

~_j 
01:5 1Ocm 



る。刃部とほぼ直行ではある γ7 

~o 

4へ 6)

袋状鉄斧は 3点出土している。

しく

刃部は薄く、

自の様子

刃もみられない、 品ではないであろう。
~. 

j♀。

立宮川
口ドぜ」

ど欠損してしユる。

っている。 2.4x1 

さっている

図 5Cl

生じている。内

いたことカまわかる。

8 さ2cm~ま
、ず

Q 。

万子は 1点、で、ある。 4 Cillと短い、茎部に る。

とかたまりになって置かれていた。棺の北隅付近に矢先を南東に向けている。

より分離でき?ないものも多く、詳掘な観察が困難であるが、す

みにある。

きさのばらつきは少なし全長で11問、 5 Cill ~j， Q 。

茎に障がありいわゆる 2段関である。茎部には木質が残っている

位置から長さは50~~60cm と推測できる。また、 1 lilmほど

類例は奈良。三陵墓西古墳、熊本・将軍塚古墳に知られている

前葉の年代が得られる。

は直径 8mm、出土

も一部で見られる。

この型式から古墳時代

刀 1~53- 2) 

刀は総数で 5振出土している G うち52-1と52-2は棺内に他の 3本は棺外に副葬されていた。墓;墳の

長軸に並行に、切先はすべて北方向に納められていた。

52-1は棺内南西側に、刃を木棺中央(被葬者)に向けて置かれていた。

ある。断面模形の平造り、目釘孔は lケFノ10

茎尻は隅扶尻である。また茎尻に漆膜が残っており、漆塗り

2 cm程度の帯状の部分が2ヶ月号あり、それぞれが段をなしているのであろう。

形態と思われる。関付近にも漆膜が残害し、把縁装具の寄在がわかる

刃部に木質は見られない。他の刀剣類における木質の残存状況と比較すると、鞘が無かった

えられる。

52-2は棺内南東側に、刃を外側に向け、て置かれていた。全長57.5cm、断固模7院の平造りである。呂

子しは 2ヶ所である。刃部に木質が残ることから、轄に入れられた状態で副葬されている。現状の重量が

149‘1 gと他の刀剣類と比較して非常に軽く、長さを考慮しても質が劣るようである c

背1~1jに竪櫛 (55- 3 )が付着している。

ものと推測される。

52-3は墓墳の西側、刃を木棺中央に向けて出土した。

面模tl予の平造りであるが、ややふくら

みじ

る。茎部断面 とな
吋

会。

よく残り、一部で表面ま、で、残ヮているた さ1cmほどであること る。
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"'1cmOコ粘土粒を'I'蓬含む

背白色粘土を多量含む

青灰色粘土を少量、 -100mの践を多量含む

~河川の線をぎ$J]:さむ

育灰色粘土を少量、 ---10clTIの機を少量含む

，020聞の燦を多量吉「む

。

:路古墳 2号椙
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地
i

1 古語字2 岩三2雫三三空三部1

¥ヘーー~ーノ

伝豆三三三三三三主主主奇

亡コごj

省:古墳 ( 1号植⑥農工異)

り、直弧文が施さ

l組の紐が巻かj守している様子がう

と思われる釘が残る。

53-1は盾の下、墓;騎壁際で

。 1:2 5cm 

3 

→ 一一一ー

きる。担には把巻き繊維が残り、 2

日釘は 2カ所でとも

に向けて出土した。

りである。茎部断固

れる。

{更用していることがわかる。把尻に装具の一部が幅 6

に漆が付着しているが、!霞の一部である。

53~ 2も盾の下、

全長60.

となる。目

よく残る。

は 2ヶ)折、

による は

している c

となる。 自主了孔は

ょく2ヶ所あかi ともに目釘が残る。

が付着しているが、盾の一部であろう。

と思われる。

には幅1.

1 ~" 8 ) 

は8振出ーイニしている。 54-1 < 54-2 

出土している。 54---3 ~~ 8は長さがげ。 2>'<oJ24.1cmと短し

えられる。縞はみな不明瞭でLあり、確認できたものでも

とともに、そ

ら

るo L靖口@

54-1は墓墳西側、 北方向に向けて出土した。

は隅に 3振ず、つまとまって

あった可能性

きる程度である。
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第53図八幡ケ谷古墳出土遺物実測図 5 (1号棺・刀)

-70 -



きる。鞘
主嗣

、コ'1 mmと8る。関部に

1_ >t 
c. 't) 

ていた。

しなν

2ヶ所。ら¥1 j中ヲしi (... C， さ口-

している。

~ì:::，: "í~ 
“二J〆';)0 

と思わ もしる。茎尻にも

に鞘口として区別 に付着している2 J:γ いる。自
'J 
，ー、。

ある 0

54-3 ~ 5 ら出土している。

きない。
Jレ吋ラー

01)ウつ。る。目釘は)ケ

かる。54-5 

2 IlJm 

っている o fB ょくできない。自

の段差があり、

54-7 ~) 

は_'オサ量りである。

54-8も木質が多く残る。茎部で

54-6 

f っていることから、ら4

っている。さ 1cmほさ9cm、J!i雇 3cm、~ 1. 
」岨〈ー

は4cmで也、イ自の類例と

さく、

図版

出土している 0

4本に復元できる。

比べて

3 cmぐらいと

(第55図巻頭図版11

刀 1の下、墓墳の壁擦から 1

左摂りで脚は 2

する。円錐の体部

し、

自立つ。

は5 日である。lこ主点三守
バリμ」

L」

もので、

盾

い。棺上にはっきりし

り

にも鋸歯また

にともなっ

ご>

〈コ

3 
0 

内

h 
ノる。一部には

2 mm幅のひも状の皮 ツ
宅コ。えらし

」ら

巻頭図版12

ってし通た。していなし U字型に7点出土している。 1，l 

55-2は刀52-1 いるが被して出土している。

まとめて置かれていたので

、55-3は刀52-2に

5点きる。とした状態で埋葬さ

あろう。

8 2 cmとほぼ同じ大きさである。2棚、 55-5 ""' 8は

-71 -
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ト。
車 皇ミ

2 、内3 

t乞ぬ量百云ゴ日 号室1れ 金
。 "j :2 5cm 

出土遺物実測図 7(1号楠@巴野銅器・

55-4は推定幅205cmと
..:lt~ ，)" 
~". I 

u 、、 に幅 3 あることから

えられ、 55-5 ~ 8とセットであったかもしれない。

~ 2号棺

る。

1 ~~ 3) 

主義は 3)訳出土している。

56-1は両端を欠いているが直刃鎌であろう。背

56-2も直刃鎌である c 先端は直綜、

あるが、刃側は ある。

している。背側はほぼ直線、刃側はゆる

り曹と直行する柄が装着されていたことがわかる。

。
、、Jjv 

y
 

3え
s' している。柄との問に打ち込ま

きく曲がる。

あると考えられる。

き、

4 ~~ 6) 

出二tしている。

2 mm、5と6は厚さが約 l

ある。 56-6の刃部はわ

曲げて作られており、 目56-4は)享さ

している

きる。

それぞれ長さは異なっているが、幅はみ

ユている。また、 には に

ある。とも はないであろう。

1 ) 

中央東側 を内側lこ

り、目

~1 で出土したo

~j: 2カ所である。

は る。 していi幅1.

たが、取り

茎の背側に

ることはできなかった。漆塗り

きの繊維の痕跡が残る。

さすT-Cいたこと る。
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。 1:2 5cm 

第56図丹、幡ヶ;住吉噴出土壇物襲j製図 8(2 '農I異)

-2 ~ 7) 

出土である。そ剣は 6振出土Lている。 57-2 

と i司様に、出土~jと熊から く槍である ほと

と短〈、 l号植の

さないカ人 57-3では

きる。める

57-2 fj~ を北西に向けて出土した。
J 、，予

の心。 に対して茎部がやや屈折

している。目釘子しは 2カ所である。

刃部には木質が多量に残存している

りがあり、鞘口およ

57-3はl階、抱とも

57-4 

関から36

57-5 

ある。

57-7 よく残り、

関付近に幅L で木質が残っていない。把棋1Iに り

あろう。鞘は 2 4 cmほどの楕円形と推測できる。

日釘は lヶ所である。

1 
0 とも る。柄は直裁で、

られる。

より 1cmと3

ある。目 主主ス、i(__ ，} ~OJ u 

74 



- 75-

守
‘ー;

延長以

o 1 : 4 "iOCi11 
7 

9 (2号棺。刀剣)



6個体以上あり、しし把握するのまれるため正確な
)..)T 

V品、
J 

J 
J ることえである。

そのまま図イじした。

は残存Lていなし

58-1では確実なもので4点、

との

っていた。

していもさらに 3A 58-2，に
C'" l'斗

りIj"ムきる。 :58.--9 る。大きさ、配置の様子から、

める。

J:' 12本ほどをまとめてくやらいでドある。4 cm~まど、高さ 3.

に直径 4mmほど 高さとも lk '"'? 

tり .1.;)0 と考えら

ろうか。ぐらしユは 5

，;1() はなく、っきりしない。
b
ノ
¥
唱4と58-5 王子

る可能性も否定できない。

ら土器片、埴輪片が出土した。

4 • 5は確認調査時に埋葬施設内の検出面付近で出土している。

須恵器片的ト 7は墳丘南西側から出土している。 7

およ

(3) 

うものとは認

のうち60-14. 15は埋葬施設の上層からの出土であり、墳丘上にあったも

るが、 60-8 .13は下層に位置しているので、

めら

仁!二1えらL
/」

ものであろう。

い。 60-8 "，-，11 は腕音官、 12はもしもあるである

ある。

てしミるカ宝、きる。 60-12と17も質

ある

らは60--9 . 11・13. 14が同一個体である可能性を

L 
」ー

、"/こ

~ 76 

ほとん

きる。のナ
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第間八幡ケ谷古横

r、
" ヰ

ミ
封

o 1: 2 5cfI1 

10刊号構@璽櫛)

(4) 小結

されてい さ、部葬品の量などから、主たる

ほぽ同じである。 るが、基準が方位笹尾根方向ではなく、

別にあるようである。

の量は異なる

斧は各 3点であるが、

刀の数には差がある

はない。

られるもの

じである。ただし棺内と棺外という点は異なっている。

副葬位置の違いは、 2号棺では頭、付近に集中している点てるある。

る。

1、2

ある可能性がある剣は l号では 3振ずつ南北、対角に置かれ、ている

という

2 は南

に5 いる。 1号棺では足元にある農耕具も 2号棺では頭側である。

レ
」

V 

c，_ いち早く

ら、古墳時代中期初頭~前葉と認められる。すると、 2号棺にみられる曲刃

も手に

中葉からであることがひっかかるが、 2段踊快式鉄鎖、 j官

壷形:埴輪など他地域と

のではないかと

~- 77-

道、y' 1_..). 戸

」乙 7Pり、

はないだろう
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6節 F平H!八幡神社西遺跡の遺構と

下平日 hc 
私ヌえ
いゾ Q' ている。 ら

し、その西側が下平JI 

ら伸びる小さな

叶

6て)，.;;) 0 

けられる。

る(第621玄!)。

はしまわのなし ある。一部

には中間的な もあった。 2区で した。

-
H
A
 

)
 

1
ム

@
(
 

遺構から

ピット さオ1た。こら

出土量が少なししかも

はほとんど

とんどであ

るため

中古:の遺構で、ある可能性を

い。しかし、覆土

してし亙ることから、

":J Iこ。

きるのは、 SDOl・08・090 11であり、

》ことからの推測であり、

きオ/しない。

もSD は可能性が高

ある他の溝とほ

えら

た図、が第64図である。こ

在することから、

SD からは

したと考えられる。

とも近世に属する。

る遺構はすべて、グリッドのB0 C-3 > 4周辺であり、そ

く、

しない空間であり斜面が存在したと考えられる。

での遺物が出土しており、そのころまでに埋没

を引き出し

ともに きる

している。 SE02では枠は検出されず、

えられる。

しており、時期を知る れ L やh ア
/に 1cJ.も/0

あろう。

た

ものであろう。

SD で固まれた区画と、南側の SDlOな

J.-

近世に

あったと考えられる。南側区画で

状況は不明である。

ピット

ピットは多く見つかっていて、 e 直行方向にピット

fピ

ト h
0-，ノ、

〉る きる。

ま

めであろう。

として利用さ し当たことから

ることはできなかった。調査区

できなかった遺構があるた

あり、図 t

.つ

さすLたのは 自 ある。

になっている部分もあるが、基本的に

も変化している様子を示していよ

に重なり合い、広く

う方向、北西、から南東方向である。

つ。
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五二号 1日1
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SE01 
1 オリーブ黒色ンルト

SE02 
1 オリ ブ黒色シルト

2 オリーブ黒色シJレト 2 黒褐色粘土
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慨を少量含む

を少量含む

黒褐色粘土

lむ裕包粘土

11 儲灰色粘土

12 時褐色粘土

黒褐色粘土

14 崎褐色粘土

15 m.褐色粘土

16 黒褐色粘土

下平n
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詰告を少量含む i量効包歯隠

しまりなし

磁をfP主主含む

礁を中至宝合む
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ー-86 
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土している。

あり、

えられる。

わ

67-1 ~~ 6が SD凹出土である。 67-6 

J明を示していると えら る。

7 ~，~ 9カヲSE 、67-10カまSP

は、図化していない

P 、、 あり、 その層およ
よと

り

、実f
「白

bヴ

、 したのであろう。小さいな治fらも
，~ 

~l..， してし瓦ない。

67-2 .~~ 13はし

67-11が SK01出土である。

り、

♂ 

」

、t
u 

畑などとして利用さ

おり、

r えら Q 。

と

日奇

2"-V 16はかわらけである。 67~1 13tま 67-15、16は

に比定できる。

67-17 、レ日

め令。

68-1 ~-'26は中世陶器、いわゆる

あり、湖西・渥美産、地元東遺産がそ

@小盟である。

(67-26・27、

には12世紀中葉^'v14世紀初頭が中心である。

さ ある。一つは幅 2nun、 ふT ..， c: .) となっている。 J 
O 

う一方は、幅 5millから l どの浅い溝が重なり ている きる。 とも あろう

どのように使用したのかは不明である。

68ザ29は卸血である。外面下半はヘラ削りで、 口を ている。

i三i

l区からは69-1 ~V 

69-4 

~'-一足=一、J

2 

70.~ 1 'v  3は

70-9 

。。

70.11 0 14は志戸

70-13 

。石器@

している。

71-1 ' 2 

ある。

けてしユる。

している。 そのうち 1 8 

ら出土している。

きないものも を眺めると
、，_
~:J: 

4は灯明血である。

ている はある

5も出土している。

ある。 69-9 

e' 
ルコ

となってしユること

されている丸皿である。

と香炉である。

いているカ号、

また

している。

Fザ

'1'- と

していない

ある。 71-2はSE ら出土している。

--8'7 -

ユてし￥る。

キセルの吸口、 1 
L 

3面には加工痕と
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27 11了

~8 
1 :3 10cm 

第68図下平川八幡神社西遺跡出土遺物実測図 2(1区土器)

るハケメ状の痕跡が残り、湾曲した面が使用面である。 71-1は4面に研磨痕が残る。

71-3は板状であるが、欠損が多く本来の大きさは不明である。側面にも研磨痕があり、欠損した後も

使用している。

銭貨は l区出土が元豊通宝(71-4)で、 2区は皇宋通宝(71-5 )と淳化元宝(71-6)と寛永通宝(71-7)

である。淳化元宝と寛永通宝は重なって出土している。近世墓を壊していると考えられよう。

寛永通宝以外は北宋銭である。
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ミ手三=ヌ て 巳二Z。 。 1 :3 10cm 

第69図下平川八幡神社西遺跡出土遺物実測図 3 (1区磁器)

(3) 小結

l区では古墳時代、 10世紀、そして12世紀の遺物もわずかにみられるが、 13世紀代がピークで、特に

後葉の遺物が多く出土している。また後に記す下平川八幡谷遺跡とあわせ、貿易陶磁が77点出土してい

ることが注目される。

中世と断定できる遺構はないが、磁器の出土状況から有力者の居住域が l区もしくは周辺に存在した

と推測できる。

山茶碗では地元である東遠江産が少なく、知多産が主流であることが特筆できょう。

14世紀になると遺跡は急速に衰退したようで、回復するのは16世紀後半である。 19世紀まで遺物が散

見される。溝に回まれた空間が2ヶ所、うち l区画は井戸をもち、井戸内の出土遺物から18世紀ごろと

考えられる。

2区は近世まで谷であり、 18世紀後半ごろに埋められたが、居住空間とはならなかったようである。

出土遺物の中に、志野の徳利、香炉など富裕層でなければ持てないであろう遺物があることから、 17"-'

18世紀にも有力者が付近に居を構えていたのであろう。

-90-
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第71図下平川八幡神社西遺跡出土遺物実測図 5(石器・銭貨)
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71節下平J!I八幡谷遺跡の遺構と

マ
〕
」
品 る合 ら

り出してきており、谷として

は大きく

113:と 2区に分付、て行ったので

あって、

あった。，_.-r，:-，ノ、1，-'1
L よr~) i，つ

(1) 

中央から ~I~で されなかった。

いことから、中1立以

ら

るように南の方向へと小さ

さな谷から八幡谷中央へと

られる。

出る A，ペ
ソノ 0

えられ、その場合、

出さオカ〉った。

当たると る部分の調査範囲が狭いため づ宝 ったとも思われる

も一段高く茶畑に

り間平された可能性が高いと

されてしミ

られる。

内は水田として利用されていたことから、耕作によ

(第7b" 76図

から出土L

図版

1 ，'~ 11である。

ある{也は、 と皿である。 ある。
司
j
ム

n
h
u
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-
h
d
p
L
I
U
 

ウ
t

ウ

i しているために半時売しカTたい。

土目前器、 中近|立の土器、ゴ二錘、

した。

ら ら してしLる。

ものであろう。

75-14""17 きる。

ある。
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円
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円
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門
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ウ
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d') /;:J。

口壷である。 1

ものである。

ものである。

}ザ

'l~ きる。
日
吋

C

いる。

示した。 76-1 ~ 4は龍泉窯系 76-5は ある。
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遺物包含層
黒色粘土5 表土=盛土

無遺物層数mmの礁を少量含む黒色粘土6 
暗灰色粘土2 

遺構覆土数cm以下の礁を多量含む

礁を含まない

暗灰色粘土

黒色粘土
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一一-X=-143， 300 

X=-143，310 

一一-X=-143， 320 

。 1 :200 10m 

第73図下平川八幡谷遺跡 2区南端遺構全体図

76-1・2・4は13世紀中葉，.._，14世紀前葉、 76-3は15世紀後葉，.._，16世紀前葉、 76-5は12世紀，.._，13世紀

初頭に比定できる。

いずれも調査区北端周辺からの出土であり、下平川八幡神社西遺跡 l区の磁器群と一連のものと理解

できる。

土製品では土錘が2点出土している。時期は不明だが、出土位置、層位から中世の可能性が高い。と

もに拘質で、長さ 3cm、車径1.5cm前後と小型である。

第77図に示したのが石器、金属製品である。

77-1は石匙である。基部先端は欠損している。片面は材を取り出したときの剥離面をほとんどその

まま使用している。

77-2は礎石錘である。肩平な円礁を長軸方向の両端を打ち欠いて作っている。

77-3・4は敵石とした。 77-3は片面に敵打痕があるがあまり使われていないようである。 77-4は半

- 95-
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出土i問調架部!閤 2下平川八幡谷遺跡

いられている。

77-5は石臼の破片である。

ある。臼揺の形態はこぼれ日

いる。倒閣にも刻み目がある。臼を

るのではなく、側面に「たがJ で締めていたことがわかる。

用途は不明である。供給口の径が 6幽で、あることから、対象物はそれ以下の!闘である。ま

よりもかなり外側にあり、臼が小さく軽いことから、あまり堅くないものを荒くひいたの

あり、
》マラ'

V l，_~ っている
J~. ._.， 
Lり f;jっているていて、Lや
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7 出土:遺物観察諜4. (志蹴輩横穴群 土器)

告 出土遺物観警察畿 5



9 出土遺物観察巻空 5(瑞泉帯 1
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1 H:1土意毒物観察諜8

表12 出土遺物観擁護む(八幡ケ谷古墳土器・埴輪)





3 出土;遺物鶴喜謀議iO(下平m八i播:神社西遺跡 土器)



表14 ii八:播神社西遺跡。下平H 磁器)

諜15



~17 ttl土遺物観醸諜"14(下平}1 
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('" 第rv.章

、

.4
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-v古墳

についてまとめてみる。

となる

ザ~ '-7、、
'--'-- ¥.. 

ケ B

可-7'.)、 γ
し lil _) /~ 0 

としては、

ことなカまら、

?に Q

つ

ではな

こらの点は

るの

ある。されそうな、し亙治宝、

きる。され〆ていたことエr」

を装着す

しているのであ

によるもので、

てよいであろろ。
、レ.!. 'CP ~ _l'-

cr)、つ fこ」 ζ'2::

胃を持たない以外は質的には同じと

も共通項としてあげられよう。

T、む

f 可で個々

1揺ヶ

したの大首長である磐田市堂山 l号墳の被葬者を軍事的

されている(鈴木。菊JII流域でj是た場合、発掘調査がなさ

このことは同じよう

B 2 

るという

ろう。
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※ 1 LiJ茶碗以外の選物の分類及び年代観は菊川町教育委員会吋貴地域I住合調査報告書資料線， 2000による。

※ 2 山茶碗類分類 覧表中の時期区分は}担問・渥美及び東述江製品は松井氏編年(松、井lB93)、隠張(知多)製品は

中野氏j百年(中野1994)、荒涼製品は田口・若尾氏編年(多治見rpj987)による。また、 I"-'II期のように複数

時期でしか識別できなかったものは案分した。
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写真図版



図版 1

遺跡遠景(南より)



図版2 志昧堂 1号墳

1.調査前状況(北より)

2.完掘状況(東より)
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図版4 志昧堂2号墳

1 .調査前状況(東より)

2.完掘状況(東より)



志昧堂2号墳 図版 5

1. SXOl 須恵器、横瓶出土状況(北西より)

2. SXOl 土師器、坪出土状況(東より) 3.須恵器、毘出土状況(北より)



図版6 志昧堂 1号墳

出土遺物 1



志昧堂 1号墳 図版 7

出土遺物2



図版8 志昧堂 1号墳

出土鉄製品集合

万9-15茎部背側、糸巻きの痕跡

10-2 

出土遺物3



志昧堂2号墳

出土遺物集合

12-1 

12-4 

出土遺物 1

図版9

12-3 

12-5 



図版10 志昧堂横穴群

1. B群調査前状況(南東より)

2. B群完掘状況(南より)



志昧堂横穴群 図版11

1. 81号横穴正面(南より)

J イ F ト /bd
_ .....JI' __"./  _ーー
2. 81号横穴完掘状況(南より)



図版12 志昧堂横穴群

1. B 1号横穴 主体部溝完掘状況(北東より) 2. B 1号横穴奥壁工具痕(南より)

3. B 1号横穴天井工具痕(北東より) 4. B 1号横穴玄室東壁工具痕(西より)

5. B 1号横穴玄室西壁工具痕(東より) 6. B 1号横穴羨道西壁工具痕(北東より)



志昧堂横穴群 図版13

1. B 1号横穴羨門(南より)

2. B 1号横穴墓前域工具痕(南より)



図版14 志昧堂横穴群

1. 82号横穴完掘状況(南西より)

2. 82号横穴 閉塞石検出状況(南西より)



志昧堂横穴群 図版15

1. 82号横穴完掘状況(南より)

3. 82号横穴奥壁工具痕(南より) 4. 82号横穴玄室東壁工具痕(西より)

5. 82号横穴 6. 82号横穴 羨道西壁工具痕(北東より)



図版16 志昧堂横穴群

1. B3号横穴正面(南より)

2. B3号横穴 閉塞石根石検出状況(南東より)



志昧堂横穴群 図版17

1. 83号横穴完掘状況(南より)

2. 83号横穴遺物出土状況(上面) (南より)

3. 83号横穴遺物出土状況(下面) (南より)



図版18 志昧堂横穴群

1. 83号横穴奥壁工具痕(南より) 2. 83号横穴天井工具痕(南より)

3. 83号横穴玄室東壁工具痕(酉より) 4. 83号横穴玄室西壁工具痕(東より)

5. 83号横穴羨道東壁工具痕(北西より) 6. 83号横穴羨道西壁工具痕(北東より)



志昧堂横穴群 図版19

1. 84号横穴完掘状況(南東より)

2. 84号横穴 閉塞石検出状況(南東より)



図版20 志昧堂横穴群

，. 84号横穴完掘状況(南より) 2. 84号横穴奥壁工具痕(南より)

3. 84号横穴天井工具痕(南より) 玄室東壁工具痕(北西より)

5. 84号横穴羨道東壁工具痕(北西より) 84号横穴羨道西壁工具痕(北東より)



志昧堂横穴群 図版21

1. 85号横穴措台石検出状況(南より)

2. 86号横穴土器、閉塞石検出状況(南より)



図版22 志昧堂横穴群

1. 86号横穴完掘状況(南より) 2. 86号横穴東壁工具痕(南より)

3. 87号横穴完掘状況(南より) 4. 86号横穴奥壁工具痕(南より)



志昧堂横穴群 図版23

83号横穴出土遺物集合

18-1 

18-4 

一

18-2 18-6 

出土遺物 1 (83号横穴)



図版24 志昧堂横穴群

18-7 18-8 

18-10 18-13 

16-2 
16-3 16-4 16-9 

16-1 16-8 

16-7 

16-10 

16-11 16-13 

出土遺物2



志昧堂横穴群 図版25

22-1 22-2 

出土遺物3 (86号横穴)



図版26 志昧堂横穴群

1. C群調査前状況(南東より)

2. C群完掘状況(南東より)



志昧堂横穴群 図版27

1. C 1号・ C2号横穴完掘状況(南西より)

2. C 1号横穴 閉塞石検出状況(南東より)



図版28 志昧堂横穴群

1. C 1号横穴須恵器出土状況(北より)

2. C 1号横穴 閉塞石検出状況(内側)
(北より)

3. C 1号横穴 閉塞石根石検出状況
(南より)



志昧堂横穴群 図版29

1. C 1号横穴鉄鯨出土状況(西より) 2. C 1号横穴奥壁工具痕(南より)

3. C 1号横穴天井工具痕(南より) 4. C 1号横穴玄室東壁工具痕(西より)

5. C 1号横穴玄室西壁工具痕(東より) 6. C 1号横穴羨道東壁工具痕(北西より)



図版30 志昧堂横穴群

1. C2号横穴正面(南西より)

1， '''-畠~可申 守:..本耳障Iaid&."l・・圃園時円'J.i-....4・ 4 

閉塞石検出状況(南東より) 3. C2号横穴 閉塞石根石検出状況(南東より)



志昧堂横穴群 図版31

1. C2号横穴完掘状況(南より) 2. C2号横穴天井工具痕(北東より)

3. C2号横穴玄室東壁工具痕(西より) 4. C2号横穴玄室西壁工具痕(東より)

5. C2号横穴羨道東壁工具痕(北西より) 6. C2号横穴羨道西壁工具痕(北東より)



図版32 志昧堂横穴群

1. C3号横穴羨門完掘状況(南より)

2. C3号横穴 閉塞石検出状況(南より)



志昧堂横穴群 図版33

1. C3号横穴完掘状況(南より)

2. C3号横穴墓前域完掘状況(南東より)



図版34 志昧堂横穴群

1. C3号横穴 墓前域須恵器出土状況(南東より)

2. C3号横穴 墓前域須恵器出土状況
(南東より)

3. C3号横穴墓前域須恵器出土状況
(南東より)



志昧堂横穴群 図版35

1. C3号横穴天井崩落状況(北東より) 2. C3号横穴奥壁工具痕(南より)

3. C3号横穴玄室東壁工具痕(西より) 4. C3号横穴玄室西壁工具痕(東より)

5. C3号横穴羨道東壁工具痕(北西より) 6. C3号横穴羨道西壁工具痕(北東より)



図版36 志昧堂横穴群

Cl号横穴出土遺物集合

26-4 

26-1 

26-2 26-3 

出土遺物4 (C 1号横穴)



志昧堂横穴群 図版37

26-7 

28-1 

28-8 

31-14 32-1 

出土遺物5



図版38 志昧堂横穴群

C3号横穴出土遺物集合
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瑞泉寺 1号墳 図版39

1 .調査前状況(東より)

2.完掘状況(東より)



図版40 瑞泉寺 1号墳

1.第 1埋葬施設(東より) 2. 第2埋葬施設(東より)

3.第2埋葬施設遺物出土状況(西より)



瑞泉寺 1号墳 図版41

1.第 1埋葬施設鉄鉱出土状況(北より)

遺物出土状況(西より)



図版42 瑞泉寺 1号墳
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瑞泉寺 1号墳
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図版44 瑞泉寺 1号墳

出土遺物3



瑞泉寺 1号墳 図版45
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図版46 八幡ケ谷古墳

1 .遠景(西より)

2.調査前状況(北東より)



八幡ケ谷古墳 図版47

1.完掘状況(東より)

2.埋葬施設遺物出土状況(南東より)



図版48 八幡ケ谷古墳

1 .遺物出土状況(北より)

2.楳床検出状況(北より)



八幡ケ谷古墳 図版49

1. 1号棺遺物出土状況(北より) 2. 1号棺遺物出土状況(西より)

3. 1号棺遺物出土状況(北より) 4. 1号棺遺物出土状況(南西より)



図版50 八幡ケ谷古墳

1. 2号棺遺物出土状況(西より) 2. 2号棺遺物出土状況(北より)
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3. 2号棺操床検出状況(西より)



八幡ケ谷古墳 図版引

1. 1号棺 巴型銅器出土状況(北東より) 2. 1号棺柄頭出土状況(北より)

3. 1号棺遺物出土状況(西より) 4. 2号棺竪櫛出土状況(北より)

5. 埋葬施設上部埴輪出土状況(南より) 6.西周溝埴輪出土状況(北西より)



図版52 八幡ケ谷古墳

1号棺出土遺物集合

2号棺出土遺物集合
出土遺物 1



八幡ケ谷古墳
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図版54 八幡ケ谷古墳
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八幡ケ谷古墳
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出土遺物4 (1号棺)
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図版56 八幡ケ谷古墳
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八幡ケ谷古墳 図版57
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図版58 八幡ケ谷古墳
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八幡ケ谷古墳 図版59
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図版60 八幡ケ谷古墳
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八幡ケ谷古墳 図版61
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図版62 八幡ケ谷古墳
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図版64 八幡ケ谷古墳
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八幡ケ谷古墳 図版65
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図版66 八幡ケ谷古墳
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図版68 下平川八幡神社西遺跡

1. 1区SEOl 遺物出土状況(北東より) 2. 1区SE02 完掘状況(北東より)

3. 1区SE03 遺物出土状況(北東より) 4. 1区青磁出土状況(南より)



下平川八幡神社西遺跡 図版69

1.2区完掘状況(南より)

2. 2区 山茶碗出土状況(東より) 3. 2区 山茶碗出土状況(北東より)



図版70 下平川八幡神社西遺跡

..~<I 

67-20 d
斗
-

n
L
 

守

t
nnwva
 

出土遺物 1 (1区)



下平川八幡神社西遺跡 図版71
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図版72 下平川八幡神社西遺跡
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下平川八幡谷遺跡 図版73

1. 1区遺物出土状況(北より)

2. 2区完掘状況(南より)



図版74 下平川八幡谷遺跡

1. 2区SOOl 完掘状況(南より)

2. 2区SOOl 山茶碗出土状況(北より)



下平川八幡谷遺跡 図版75

1. 1区土錘出土状況(東より) 2. 1区銭貨出土状況(北西より)

3. 2区 山茶碗出土状況(南西より) 4. 2区5001 山茶碗出土状況(北東より)



図版76 下平川八幡谷遺跡
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下平川八幡谷遺跡 図版77
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図版78 下平川八幡谷遺跡
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